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新東京歯科技工士学校

令和元年度

都技会員・学生：令和元年 9 月 5 日㈭ 午前10時より受付開始
未入会員の方：令和元年 9 月12日㈭ 午前10時より受付開始

FAX番号：０３－３５７６－５６１５
＊上記日時よりFAXにて受付開始します。
住所、氏名、連絡先（電話、FAX、Eメールも含む）を記載の上、上記FAX番号まで申し込みください。

＊受付開始前の申込は受け付けません。必ず事前申し込みください。
＊定員になり次第締切とさせて頂きます（聴講不可）。
＊申込者には後日詳細案内を送付致します。
＊講師の都合で時間等に変更等がある場合もございます。予めご了承ください。
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●JR京浜東北線 大森駅（東口）から徒歩５分
●京浜急行線 大森海岸駅から徒歩５分
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　無調整もしくは少ない調整量でクラウンがセットされることは、チェアサイドの
作業時間短縮のみならず患者さん自身の身体負荷軽減化にも繋がる。そのようなク
ラウンを製作するには、模型の作り方、トリミングの方法、フィットの仕方などな
ど、昨年開催した「調整量の少ないクラウンを目指して」で講演したが、今回はロッ
クモデル（エポキシ樹脂系歯型材）について詳細を解説する。実習を通して有効性
を習得頂きたい。

　ロックモデルとは、今から50年以上前の1960年代にDr.キャッツと桑田正博
先生により開発されたエポキシ材料歯型材で、歯科理工学の世界でも未だにロック
モデルを超えるものは出現していない。
　この材料は他の樹脂系模型材料（ウレタン系の製品）や石膏と比較して、印象の
再現性が高く、精度も良い。また、硬くてマージンがチップしにくいことから、適
合精度を追求するには最も適した材料で、インプラント上部構造を製作する多くの
方が使用していた。
　しかし、ロックモデルは高額、製作工程が煩雑なゆえ、現在では使用するラボも
ごく少数となったが、私自身が44年間使用している最も信頼するアイテムにつき
広く紹介したい。

　次にメンタルフリー等の時代背景に伴いCAD/CAMシステムが普及し、ジルコ
ニア全盛期となった今日。コバルト・クロム合金には捨て難い良き材料であること
を若い世代に伝授しておきたい。
　コバルト・クロム合金は、生体親和性は高く、アレルギーも低く、金属毒性及び
細胞毒性もない唾液にも解けない金属なので、私のラボではCAD/CAM専用の切
削加工用コバルト・クロム合金製ブロック（シンターメタル）を使用しているが、
MB、インプラント上部構造、オーバーデンチャーなど仕事量全体の３割を占めて
いる。今回はコバルト・クロム合金の有効性も合わせて解説する。

【主な講義内容】
①ロックモデルの解説
②ロックモデルのカット、トリミング方法
③コバルト・クロム合金の適合調整
④コバルト・クロム合金のボンディングとオペーク方法
⑤無調整のためのマウント及び咬合器の調整
⑥焼成後のジルコニアクラウンのグループ（溝）入れ、専用ポイントの紹介
⑦ジルコニアのグレーズについて
【実習内容】
①ロックモデル模型のカット、トリミング
②コバルト・クロム合金の適合調整
③コバルト・クロム合金のボンディング焼成
④コバルト・クロム合金のオペーク焼成
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